
誰
で
も
知
っ
て
い
る 

創
業
者
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー 
連載 

41
回 

伊
勢
丹
② 

評
論
家 

小

菅

　

丹

治
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ポ
ー
ン
と
寄
付
、
田
中
が
大
正
三
年(

一
九
一
四)

に
「
国

柱
会
」
を
創
立
す
る
と
、
直
ぐ
に
入
会
し
て
い
る
。
こ
の

会
に
は
、
死
後
、
童
話
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
宮
沢
賢
治
ら
が
会
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。

「
家
憲
三
綱
五
則
」
を
制
定
す
る

さ
ら
に
、
伊
勢
丹
の
店
員
に
も
、
田
中
の
講
演
を
聞
か

せ
る
「
興
隆
会
」
と
い
う
会
を
主
宰
す
る
な
ど
伊
勢
丹
の

店
風
づ
く
り
に
役
立
て
た
。
そ
の
極
め
つ
け
が
、
大
正
二

年(

一
九
一
三)

二
月
五
日
、
初
代
・
丹
治
自
ら
制
定
し
た

「
家
憲
三
綱
五
則
」
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な

項
目
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

■
伊
勢
丹
呉
服
店
家
憲
三
綱

第
一
　
正
義
ノ
観
念
　

第
二
　
勤
勉
ノ
意
気

第
三
　
秩
序
ノ
風
習

■
五
則

店
規
　
第
一
則
　
店
員
ハ
義
務
ヲ
守
ル
ベ
シ

店
規
　
第
二
則
　
店
員
ハ
禮
譲
ヲ
正
ク
ス
ベ
シ

店
規
　
第
三
則
　
店
員
ハ
勇
気
ヲ
尚
ブ
ベ
シ

店
規
　
第
四
則
　
店
員
ハ
信
用
ヲ
重
ズ
ベ
シ

店
規
　
第
五
則
　
店
員
ハ
質
素
ヲ
旨
ト
ス
ベ
シ

今
風
に
言
え
ば
、
社
訓
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に

は
、
内
容
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
「
家
憲
三
綱
五
則
」
は
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九

六
四
）
に
「
経
営
綱
領
と
行
動
の
指
針
」
が
制
定
さ
れ
る

ま
で
約
五
十
年
間
に
わ
た
り
「
店
憲
」
と
し
て
守
り
伝
え

ら
れ
た
。

た
悲
し
み
か
ら
、
自
ら
の
信
仰
に
疑
い
を
抱
く
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
で
も
、
明
治
四
十
年(

一
九
〇
七)

ご
ろ
、
長

女
・
と
き
や
知
人
の
勧
め
で
、
当
時
、
独
自
の
日
蓮
主
義

運
動
を
行
っ
て
い
た
田
中
智
学(

一
八
六
一
―
一
九
三
九

年)

の
講
演
を
聞
き
、
深
く
感
銘
を
受
け
た
。

田
中
は
明
治
三
年(

一
八
七
〇)

、
日
蓮
宗
身
延
派
寺
院

で
あ
る
一
之
江
妙
覚
寺(

現
在
の
東
京
都
江
戸
川
区
一
之

江)

で
出
家
し
智
学
と
称
し
た
。
千
葉
県
八
日
市
場
の
飯

高
檀
林
か
ら
、
日
蓮
宗
大
教
院
に
進
学
し
た
が
、
学
風
が

合
わ
ず
、
退
学
し
て
独
学
に
励
み
、
還
俗
し
て
「
蓮
華
会
」

を
つ
く
っ
た
。
そ
の
後
、
日
蓮
宗
か
ら
離
れ
、
明
治
十
八

年(

一
八
八
五)

に
立
正
安
国
会
を
開
き
、
明
治
二
十
四
年

(

一
八
九
一)

に
機
関
誌
「
獅
子
王
」
を
創
刊
、
明
治
三
十

四
年(

一
九
〇
一)

に
は
、「
宗
門
之
維
新
」
を
出
し
、
宗

門
の
維
新
即
国
家
の
維
新
、
日
本
国
家
に
よ
る
世
界
統
一

即
日
蓮
主
義
に
よ
る
世
界
統
一
的
大
宗
教
の
開
顕
な
ど
を

提
唱
し
、
活
発
な
運
動
を
行
っ
て
い
た
。

初
代
・
丹
治
が
初
め
て
講
演
を
聞
い
た
の
は
、
田
中
が

東
京
で
盛
ん
に
布
教
活
動
を
始
め
た
ば
か
り
の
こ
ろ
で
、

日
蓮
宗
の
維
新
を
唱
え
る
田
中
の
演
説
が
新
鮮
に
聞
こ
え

た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
大
き
な
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
、
初
代
・
丹
治
は
田

中
智
学
に
傾
倒
し
、
熱
烈
な
信
者
の
一
人
な
り
、
思
想
的

支
柱
を
獲
得
し
た
。
静
岡
県
三
保
松
原
に
住
ん
で
い
た
田

中
が
上
京
し
た
際
に
投
宿
す
る
宿
と
し
て
芝
公
園
の
邸
宅

を
提
供
し
た
り
、
財
政
的
な
援
助
も
し
た
り
し
た
。
田
中

が
明
治
四
十
三
年(

一
九
一
〇)

に
三
保
松
原
に
本
化
大
学

講
堂
最
勝
閣
を
建
設
し
た
際
、
五
〇
〇
〇
円
も
の
大
金
を

男
の
子
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た

初
代
・
小
菅
丹
治
、
華
子
夫
妻
は
、
二
人
の
女
子
を
授

か
っ
た
。
長
女
・
と
き
が
明
治
十
九
年(
一
八
八
六)

十
月

二
十
五
日
、
二
女
・
愛
子
が
明
治
二
十
五
年
　(

一
八
九

二)

一
月
三
十
日
に
生
ま
れ
た
。
華
子
は
、
商
家
育
ち
の

女
性
ら
し
く
、
夫
を
よ
く
支
え
た
。
だ
が
、
明
治
三
十
一

年(

一
八
九
八)

五
月
十
二
日
、
病
死
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
た
め
、
初
代
・
丹
治
は
同
年
十
二
月
、
女
太
（
め

た
）
を
後
妻
に
迎
え
た
。
二
人
の
間
に
三
人
の
女
子
を
得

た
。
三
女
・
か
つ
子
が
明
治
三
十
二
年(

一
八
九
九)

十
月

八
日
、
四
女
・
知
恵
が
明
治
三
十
五
年(

一
九
〇
二)

四
月

十
三
日
、
五
女
・
喜
代
が
明
治
三
十
八
年(

一
九
〇
五)

五

月
十
二
日
に
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
た
。
だ
が
、
男
の
子
に
恵

ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
初
代
・
丹
治
は
、
先
妻
・
華
子

の
実
弟
・
良
造
を
養
子
に
迎
え
入
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
良
造
も
明
治
三
十
八
年(

一
九
〇
五)

四
月
、
二
十
二
歳

の
若
さ
で
急
死
し
て
し
ま
っ
た
。

田
中
智
学
の
熱
心
な
信
者
と
な
る

初
代
・
丹
治
は
元
来
信
心
深
い
人
物
だ
っ
た
。
明
治
三

十
年(

一
八
九
二)

ご
ろ
、
日
蓮
宗
に
入
信
し
た
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
妻
・
華
子
と
養
子
・
良
造
を
相
次
い
で
失
っ

●
思
想
的
支
柱
を
獲
得
す
る

●
「
家
憲
三
綱
五
則
」
を
制
定
す
る

●
頼
も
し
い
後
継
者
を
得
る
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内
野
呉
服
店
は
、

「
こ
こ
ま
で
仕
込
ん
で
育
て
上
げ
た
番
頭
を
取
ら
れ
た
の

で
は
、
店
の
損
失
に
な
る
」

と
色
よ
い
返
事
は
し
た
が
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
細
田

は
、
真
剣
だ
っ
た
。

「
伊
勢
丹
の
命
運
に
か
か
わ
る
こ
と
だ
か
ら
」

悲
壮
な
の
ま
で
覚
悟
を
胸
に
秘
め
て
、
何
度
も
小
田
原

に
通
い
つ
め
て
、
懇
請
し
た
。
こ
の
熱
の
入
れ
よ
う
に
儀

平
も
内
野
呉
服
店
も
、

「
そ
こ
ま
で
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
な
ら
」

と
つ
い
に
根
負
け
し
た
。
婚
儀
は
明
治
四
十
一
年(

一
九

〇
八)

十
月
二
十
二
日
、
執
り
行
わ
れ
て
、
儀
平
は
小
菅
家

に
入
籍
し
た
。
こ
の
と
き
儀
平
は
、
二
十
六
歳
だ
っ
た
。

こ
の
言
い
値
に
対
し
、
儀
平
は
、
値
引
き
交
渉
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
割
引
の
百
三
十
五
円
で
二
十
本
を
仕
入
れ

た
。
そ
の
数
日
後
、
儀
平
は
、
所
要
で
上
京
し
た
つ
い
で

に
、
神
田
区
旅
籠
町
の
伊
勢
丹
に
立
ち
寄
っ
た
。
す
る
と
、

「
こ
れ
は
店
売
り
し
な
い
品
物
」
と
聞
い
て
い
た
帯
が
、

買
値
よ
り
も
安
い
百
二
十
円
の
正
札
を
つ
け
て
店
頭
に
陳

列
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
一
瞬
、
ム
カ
ッ
と
き
た
儀

平
は
、
く
だ
ん
の
販
売
員
を
呼
び
出
し
て
、
厳
し
く
追
及

し
た
。
い
ま
で
言
う
と
こ
ろ
の
い
わ
ゆ
る
「
ク
レ
ー
マ
ー
」

で
あ
る
。

「
百
二
十
円
の
正
札
が
つ
い
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と

か
。
こ
れ
で
は
詐
欺
同
然
で
は
な
い
か
」

だ
が
、
ク
レ
ー
マ
ー
と
言
っ
て
も
、
理
不
尽
な
言
い
が

か
り
を
つ
け
る
ク
レ
ー
マ
ー
と
は
違
う
。
苦
情
が
正
当
で

あ
る
か
ら
、
販
売
員
は
、
気
ま
ず
い
表
情
で
し
ど
ろ
も
ど

ろ
。

「
す
み
ま
せ
ん
、
す
み
ま
せ
ん
」

弁
解
を
繰
り
返
す
ば
か
り
で
あ
る
。
い
く
ら
謝
ら
れ
て

も
儀
平
は
、
納
得
が
い
か
な
い
。
こ
の
応
酬
を
細
田
半
三

郎
聞
き
つ
け
、
販
売
員
に
代
わ
っ
て
、
儀
平
の
言
い
分
に

じ
っ
と
耳
を
傾
け
た
。

や
り
と
り
を
し
て
い
る
間
、
細
田
は
、
儀
平
の
応
対
の

立
派
な
態
度
に
感
銘
し
た
。
若
者
ら
し
い
明
哲
さ
や
正
義

感
に
溢
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

「
こ
の
男
こ
そ
、
長
女
・
と
き
の
婿
に
相
応
し
い
」

報
告
を
受
け
た
初
代
・
丹
治
は
、
細
田
の
直
感
を
信
じ

て
、
す
べ
て
を
一
任
し
た
。

高
橋
儀
平
に
婿
入
り
を
懇
請
す
る

数
日
後
、
細
田
は
小
田
原
の
内
野
呉
服
店
に
赴
い
た
。

「
儀
平
さ
ん
を
是
非
、
当
店
の
長
女
・
と
き
の
婿
養
子
に

迎
え
入
れ
た
い
」

思
い
が
け
な
い
突
然
の
申
し
出
に
、
儀
平
本
人
は
も
と

よ
り
、
内
野
呉
服
店
は
ビ
ッ
ク
リ
す
る
や
ら
、
面
食
ら
う

や
ら
の
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
儀
平
は
、
戸
惑
う
ば
か
り
で

あ
る
。

「
い
き
な
り
婿
養
子
と
言
わ
れ
て
も
困
り
ま
す
」

長
女
・
と
き
に
婿
養
子
を
迎
え
る
決
心
を
す
る

男
の
子
を
授
か
ら
な
か
っ
た
初
代
・
丹
治
は
、「
跡
取

り
」
を
ど
う
す
る
か
に
悩
み
、
や
む
な
く
娘
五
人
の
い
ず

れ
に
も
婿
養
子
を
迎
え
る
決
心
を
し
た
。
こ
の
な
か
で
と

く
に
長
女
・
と
き
に
期
待
を
か
け
、
婿
探
し
を
急
い
だ
。

後
妻
の
女
太
は
、
商
家
の
出
で
は
な
か
っ
た
の
で
、「
商

家
の
主
婦
」
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
商
家
育
ち
の
長

女
・
と
き
に
白
羽
の
矢
を
当
て
た
の
で
あ
る
。
長
女
・
と

き
は
、
在
学
中
だ
っ
た
お
茶
の
水
高
等
女
学
校
（
現
在
の

お
茶
の
水
女
子
大
学
）
を
中
退
し
、
家
業
を
助
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。

そ
ん
な
折
、
初
代
・
丹
治
を
助
け
て
い
た
実
弟
・
細
田

半
三
郎
が
、
長
女
・
と
き
の
婿
に
相
応
し
い
と
確
信
し
た

一
人
の
若
者
に
め
ぐ
り
合
う
。

「
こ
の
男
こ
そ
、
婿
に
相
応
し
い
」

そ
れ
は
明
治
四
十
一
年(

一
九
〇
八)

春
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
伊
勢
丹
の
販
売
員
が
、
取
引
先
の
一
つ
だ
っ
た
神
奈

川
県
小
田
原
万
年
四
丁
目
（
現
在
の
小
田
原
市
浜
町
一
丁

目
）
の
内
野
呉
服
店
を
訪
れ
、
帯
を
売
り
込
ん
だ
。
こ
れ

に
応
対
し
た
の
が
、
若
い
番
頭
の
高
橋
儀
平
だ
っ
た
。
販

売
員
は
、
こ
う
言
っ
た
。

「
こ
れ
は
店
売
り
し
な
い
品
物
で
、
卸
値
は
一
本
百
五
十

円
で
す
」

二代　小菅　丹治

儀平（二代・小菅丹治）が奉公して
いた小田原・内野商店

神田旅籠町伊勢丹呉服店・大正８年

成婚記念写真
明治41年10月22日
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義
父
の
薫
陶
を
受
け
入
れ
、
修
行
に
励
む

初
代
・
丹
治
は
、
儀
平
と
い
う
頼
も
し
い
後
継
者
を
得

た
と
き
、
数
え
で
五
〇
歳
だ
っ
た
。
八
年
後
に
他
界
す
る

ま
で
、
儀
平
に
は
「
厳
父
」
の
如
く
、
伊
勢
丹
の
商
売
の

基
本
か
ら
経
営
の
責
任
ま
で
厳
し
く
伝
授
し
、
ま
た
「
慈

母
」
の
如
く
溢
れ
る
よ
う
な
愛
情
を
注
い
だ
。
儀
平
は
、

内
田
呉
服
店
の
番
頭
と
し
て
身
に
つ
け
た
知
識
や
経
験
を

一
旦
白
紙
状
態
に
し
て
、
義
父
の
薫
陶
を
素
直
に
受
け
入

れ
、
改
め
て
修
行
に
励
ん
だ
。

ま
た
初
代
・
丹
治
は
明
治
四
十
五
年(

一
九
一
二)

四

月
、
二
女
・
愛
子
に
八
木
千
代
市
を
婿
養
子
と
し
て
迎
え

た
。
八
木
は
、
伊
勢
丹
と
親
交
の
あ
っ
た
八
王
子
の
有
力

問
屋
・
久
保
田
商
店
に
勤
務
し
て
い
た
。
小
菅
千
代
市
と

改
姓
し
、
や
が
て
「
あ
ま
さ
け
屋
」
の
経
営
を
任
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
て
初
代
・
丹
治
は
、
伊
勢
丹
の
後
継
者
の
育
成

に
メ
ド
を
つ
け
、
将
来
に
向
け
て
事
業
の
成
長
と
拡
大
を

見
届
け
る
か
の
よ
う
に
、
大
正
五
年(

一
九
一
六)

二
月
二

十
五
日
、
安
ら
か
な
表
情
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
享
年
五

十
八
歳
だ
っ
た
。
儀
平
は
同
年
三
月
二
十
三
日
、
二
代
・

小
菅
丹
治
を
襲
名
し
た
。

(

つ
づ
く)

〔
参
考
資
料
〕「
伊
勢
丹
百
年
史
」(

株
式
会
社
伊
勢
丹
刊)

、

「
二
代
目
　
小
菅
丹
治
　
上
下
」(

土
屋
喬
雄
著
、
株
式

会
社
伊
勢
丹
刊)

渋
沢
栄
一
を
私
淑
す
る

儀
平
の
一
番
の
趣
味
は
、
読
書
だ
っ
た
。
内
野
呉
服
店

に
勤
務
し
て
い
た
こ
ろ
、
後
に
「
日
本
資
本
主
義
の
父
」

と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
実
業
家
・
渋
沢
栄
一
に
傾
倒

し
、
渋
沢
の
著
作
物
は
、
随
筆
か
ら
論
文
に
至
る
ま
で
、

手
当
た
り
次
第
貪
る
よ
う
に
読
破
し
、
す
っ
か
り
「
渋
沢

信
者
」
に
な
っ
た
。
儀
平
自
身
、
こ
う
述
懐
し
て
い
る
。

「
暇
が
あ
る
と
本
や
雑
誌
を
読
ん
で
、
他
日
実
業
家
と
し

て
独
立
す
る
準
備
を
し
て
い
た
。漢
籍
を
読
む
か
た
わ
ら
、

実
業
雑
誌
『
実
業
之
日
本
』
を
よ
く
読
ん
だ
。
そ
の
な
か

で
一
番
教
え
ら
れ
た
の
は
渋
沢
青
淵(

栄
一)

の
随
筆
や
論

文
で
あ
っ
た
。
若
い
こ
ろ
か
ら
渋
沢
さ
ん
の
書
い
た
も
の

は
残
ら
ず
読
み
、
著
書
は
繰
り
返
し
肝
に
銘
じ
て
熟
読
理

解
し
た
。
生
涯
に
お
い
て
一
番
大
き
な
思
想
的
影
響
を
受
け

た
人
は
誰
か
と
い
え
ば
、
渋
沢
さ
ん
だ
と
い
う
ほ
か
な
い
」

渋
沢
栄
一
は
、
武
蔵
国
深
谷
血
洗
島(

現
在
の
埼
玉
県

深
谷
市)

の
豪
農
に
生
ま
れ
、
一
橋
慶
喜(

後
の
第
十
五
代

将
軍
・
徳
川
慶
喜)

に
仕
え
、
明
治
維
新
後
、
一
時
明
治

政
府
に
出
仕
し
た
。
間
も
な
く
官
を
辞
し
て
か
ら
は
、
実

業
界
に
身
を
置
き
、
国
立
第
一
銀
行
を
設
立
し
た
の
を
は

じ
め
、「
万
屋
」
を
自
任
し
、
生
涯
に
お
い
て
約
五
百
社

に
の
ぼ
る
株
式
会
社
の
設
立
に
関
与
し
た
。「
論
語
」
を

よ
く
究
め
、
自
ら
講
義
す
る
と
と
も
に
、「
経
済
道
徳
合

一
説
」
を
唱
え
て
、
商
売
に
お
い
て
の
「
道
徳
倫
理
」
の

大
切
さ
を
力
説
、
多
く
の
経
済
人
に
影
響
を
与
え
た
。
儀

平
は
、
そ
う
し
た
渋
沢
栄
一
の
思
想
や
経
済
論
に
強
い
感

化
を
受
け
た
一
人
だ
っ
た
。

「
渋
沢
さ
ん
の
よ
う
な
偉
大
な
実
業
家
に
な
り
た
い
」

大
き
な
夢
を
抱
い
て
、
渋
沢
栄
一
に
私
淑
し
な
が
ら
、

「
世
に
出
る
」
た
め
の
準
備
を
着
々
と
進
め
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
う
し
た
真
摯
な
姿
勢
が
、
日
ご
ろ
の
言
動
に
も

顕
わ
れ
、
思
い
が
け
ず
、
細
井
の
心
に
響
い
た
と
も
言
え

る
だ
ろ
う
。
こ
の
偶
然
は
、
一
面
に
お
い
て
、
必
然
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
優
れ
た
人
物
と
い
う
の
は
、
自
ら

宣
伝
す
る
ま
で
も
な
く
、
そ
の
風
格
や
志
は
自
然
と
伝
わ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
一
つ
の
実
例
で
あ
る
。
儀
平
と
い

う
逸
材
を
見
つ
け
た
細
井
も
偉
大
な
人
物
で
あ
っ
た
。

「
都
会
の
も
っ
と
大
き
な
店
で
働
き
た
い
」

高
橋
儀
平
は
明
治
十
五
年(

一
八
八
二)

四
月
二
十
七

日
、
神
奈
川
県
足
柄
郡
川
村
字
岸
（
現
在
の
山
北
町
岸
）

の
農
家
で
あ
っ
た
父
・
高
橋
苫
右
衛
門
、
母
・
よ
し
夫
妻

の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
十
一
歳
の
と
き
、
生
家
か
ら

約
六
キ
ロ
離
れ
た
吉
田
島
村
（
現
在
の
開
成
町
吉
田
島
）

の
太
物
店
に
奉
公
に
出
た
。

だ
が
、
間
も
な
く
、
こ
の
鄙
び
た
町
の
店
で
の
修
行
に

物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
。

「
都
会
の
も
っ
と
大
き
な
店
で
働
き
た
い
」

そ
う
決
心
し
て
、
店
を
辞
め
て
、
戦
国
時
代
か
ら
の
城

下
町
で
知
ら
れ
る
小
田
原
に
移
り
、
内
野
呉
服
店
に
小
僧

と
し
て
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
店
は
、
内
野
幸
左
衛
門

が
明
治
二
十
年(

一
八
八
七)

に
開
店
し
、
急
成
長
し
て
い

た
。
儀
平
が
小
僧
と
な
っ
た
こ
ろ
、
小
田
原
で
は
、「
五

大
店
の
一
つ
」
に
数
え
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
「
大
店
」
と

し
て
有
名
だ
っ
た
。

儀
平
は
、
小
僧
と
し
て
商
家
の
基
礎
を
叩
き
込
ま
れ
、

商
い
の
何
た
る
か
を
学
び
、
外
売
り
を
経
験
し
て
、
腕
を

見
込
ま
れ
、若
く
し
て
番
頭
に
昇
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
露
戦
争
で
機
関
銃
の
弾
丸
が
命
中
す
る

こ
の
間
、
成
人
し
て
徴
兵
検
査
を
受
け
、
立
派
な
体
格

を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
「
甲
種
合
格
」
し
、
当
時
と
し

て
の
「
男
子
の
誉
れ
」
を
得
た
。
こ
の
た
め
、
日
露
戦
争

が
明
治
三
十
七
年(

一
九
〇
四)

勃
発
す
る
と
、
召
集
令
状

が
届
き
、
応
召
し
て
、
東
京
近
衛
歩
兵
第
四
連
隊
連
に
入

隊
、
前
垂
れ
姿
か
ら
凛
々
し
い
軍
服
に
着
替
え
て
厳
し
い

訓
練
を
受
け
、
中
国
・
奉
天(

現
在
の
遼
寧
省
瀋
陽
市)

に

お
け
る
会
戦
に
参
加
し
た
。
そ
の
激
戦
の
最
中
、
ロ
シ
ア

軍
か
ら
最
新
鋭
兵
器
だ
っ
た
機
関
銃
に
よ
る
射
撃
を
ま
と

も
に
受
け
、
弾
丸
が
肺
近
く
に
命
中
し
た
。
幸
い
、
致
命

傷
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
重
傷
だ
っ
た
。

日
露
戦
争
は
日
本
軍
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
が
、
多
く
の

戦
友
が
戦
死
し
た
。
儀
平
は
、
命
か
ら
が
ら
生
還
し
て
、

内
野
呉
服
店
に
番
頭
と
し
て
銃
か
ら
算
盤
を
手
に
す
る
本

来
の
世
界
に
復
帰
し
、
忠
勤
に
励
ん
で
い
た
。

板
垣
　
英
憲
（
い
た
が
き
・
え
い
け
ん
）
略
歴

昭
和
二
一
年
八
月
七
日
広
島
県
呉
市
生
ま

れ
。
中
央
大
学
法
学
部
卒
業
、
海
上
自
衛

隊
幹
部
候
補
生
学
校
を
経
て
、
毎
日
新
聞

東
京
本
社
に
入
社
、
社
会
部
、
浦
和
支
局
、

政
治
部
・
経
済
部
に
配
属
。
福
田
首
相
、
大
平
首
相
番
記
者
、

通
産
省
、
東
京
証
券
取
引
所
な
ど
を
担
当
。
昭
和
六
〇
年
六
月
、

評
論
家
と
し
て
独
立
。
著
書
は
「
孫
の
二
乗
の
法
則
―
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
孫
正
義
の
成
功
哲
学
」（
株
式
会
社
サ
ン
ガ
刊
）
な
ど
現

在
一
一
二
冊
を
数
え
、
年
間
講
演
回
数
は
二
〇
〇
回
に
及
ぶ
。




